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· 実施を希望する技術の位置づけ
1.先進医療A　2.先進医療B　3.不明

· 実施を希望する技術の新規性
1.新規技術（どこも実施していない）　2.既評価技術（既に他院で実施している）

· 実施を希望する技術の実現性
1.既に当院で実施済み　2.既に他院で実施済み　3.どこでも実施されたことがない
＊1,2の場合、研究計画書、論文等、当該技術実施の妥当性を示すために必要な資料を準備し、当センターまで提出してください。

· 実施する場合の当院の立ち位置
1.主幹施設として実施（当院のみ）　2.主幹施設として実施（他施設含む）
3.既評価技術（先進医療A）、協力医療機関（先進医療B）として実施

· 知的財産保護対応
1.特許取得済み　2.特許申請中　3.特許申請相談中　4.特許未申請　5.対象外

· 当該医療技術実施に関しての関係する企業との調整状況
1.既に相談ずみ　2.今後、相談予定　3.相談予定はない

· 当該医療技術実用化のための活動状況
1.PMDAへ相談済み　2.他の研究者へ相談済み　3.どこにも相談していない

· 費用の確保状況について
1.AMED、科研費など確保済み　2.予算申請中　3.交付金のみで実施予定
＊先進医療B多施設研究を実施する場合は、数千万円規模の予算が必要です。

· 当該医療技術実施のための実施体制について
1.ナース、CRCの協力が得られる　2.医局秘書等に支援させる　3.医師のみで実施予定

· 当該医療技術実施準備のための体制について
1.相談者のみ　2.サポートする研究者がいる　3.医局秘書等がサポートできる
8

